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代
表
制
に
關
す
ろ
若
干
の
考
察

大

山

正

武

六五四三二一一

　
目
　
　
衣

代
表
制
理
論
の
基
礎
的
背
景
と
そ
の
成
立

何
を
問
題
に
す
る
の
か

強
制
委
託
読
と
法
機
關
説

代
表
制
は
い
か
に
活
動
す
る
か

選
畢
は
象
徴
で
あ
る

む
す
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
代
表
制
理
論
の
基
礎
的
背
景
と
そ
の
成
立

噛
　
市
民
團
髄
が
、
人
民
の
名
に
お
い
て
國
家
機
能
を
行
使
す
る
個
人
、
多
藪
者
、
一
集
團
若
し
く
は
多
勲
者
集
團
を
選
揮
し
、
選
揮
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

れ
ら
の
者
は
代
表
者
と
呼
ば
れ
る
。
代
表
者
の
嚢
す
る
意
思
は
、
市
民
團
艦
或
は
國
民
の
意
思
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
制
度
を
代
表
制
と
い
う
。

從
つ
て
、
代
表
制
は
本
質
的
に
選
奉
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
意
味
を
以
て
日
本
國
憲
法
第
四
十
三
條
第
一
項
が
實
定
さ
れ
て
い
る
。

　
註
ヤ
閃
9
詳
げ
凹
窪
受
－
U
器
き
浮
巴
臨
凹
ひ
g
Φ
旨
巴
8
α
①
身
o
律
8
戻
弊
暮
一
・
崔
Φ
一
弘
灘
①
●
勺
●
O
。
。
●

二
　
代
表
制
を
支
え
る
要
素
で
あ
る
代
表
者
、
被
代
表
者
と
い
う
概
念
及
び
爾
者
の
關
係
は
私
法
に
そ
の
源
を
襲
し
て
い
る
。
即
ち
、
代
表
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

う
概
念
は
私
法
、
特
に
民
法
か
ら
の
借
物
で
あ
り
、
甲
が
乙
の
爲
に
行
爲
し
、
し
か
も
そ
の
行
爲
の
効
果
が
乙
に
露
属
す
る
と
い
う
状
態
を
我
々
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表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察
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干
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察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
七
六
六
）

は
よ
く
見
聞
す
る
。

　
さ
て
、
代
表
制
に
お
け
る
代
表
者
、
被
代
表
者
と
い
う
地
位
は
、
民
法
に
お
け
る
代
理
人
、
委
託
者
の
地
位
に
相
當
す
る
。
試
み
に
プ
ラ
ニ
オ

ー
ル
の
「
民
法
概
要
」
を
と
れ
ば
、
「
或
者
（
即
ち
委
託
者
巳
卑
昌
量
9
）
が
、
自
己
の
名
に
お
い
て
一
つ
或
は
若
干
の
法
律
行
爲
を
完
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

椹
限
を
他
人
（
即
ち
代
理
人
巳
導
費
琶
お
）
に
與
え
ん
と
す
る
契
約
を
日
き
（
一
器
と
云
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
爾
者
の
關
係
を
こ
の
よ
う
に

規
定
付
け
る
の
は
、
む
ろ
ん
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
千
九
百
八
十
四
條
第
一
項
の
「
■
o
琶
導
q
暮
自
胃
8
霞
暮
一
9
0
馨
巨
一
9
9
0
b
鷲
一
8
器
一

葺
6
冨
議
暮
買
Φ
魯
昌
語
餅
仁
昌
Φ
暫
暮
3
一
Φ
b
2
ぎ
冒
匿
塗
嘗
o
ρ
影
昼
き
9
0
器
b
o
霞
ご
目
讐
孟
餌
暮
o
馨
g
曽
昌
ぎ
菖
●
」
な
る
規

定
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
プ
ラ
ニ
オ
ー
ル
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
條
項
は
非
常
に
狡
義
の
定
義
を
冨
9
鼠
魯
に
與
え
て
お
り
、
民
法
は

筥
即
民
彗
の
本
質
を
代
理
人
に
よ
る
委
託
者
の
法
律
的
代
表
（
8
b
泳
器
簿
讐
凶
9
甘
骸
島
曾
①
）
に
求
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
代
表
は
・
ー

マ
法
以
來
、
完
全
に
主
張
さ
れ
守
ら
れ
て
來
た
の
で
は
な
く
、
巨
舘
q
暮
は
そ
れ
以
前
よ
り
存
し
、
乙
に
よ
る
甲
の
代
表
と
い
う
形
を
と
ら
な
く

て
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
契
約
の
原
始
的
形
態
は
商
法
に
お
け
る
8
ヨ
巨
隆
§
、
民
法
に
お
け
る
8
昌
く
雪
ぎ
昌
留
胃
騨
孚
琴
巳
に
残

存
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
代
理
人
の
意
田
心
或
は
・
て
の
行
爲
は
委
託
者
の
》
、
れ
と
同
一
の
効
果
を
有
し
、
そ
の
論
理
的
蹄
結
と
し
で
「

實
定
法
的
規
定
か
ら
で
な
く
ー
委
託
者
は
代
理
人
か
ら
筥
讐
血
暮
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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）
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一
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例
え
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く
9
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（
二
）
田
忘
喜
9
切
〇
三
琶
怨
昌
月
同
巴
臨
象
巳
①
喜
巴
お
3
身
o
律
。
三
三
①
一
）
巨
き
一
し
」
一
●
一
翫
ド
一
、
●
㊤
魔
。

　
　
　
　
コ
ラ
ン
及
び
カ
ピ
タ
ン
は
「
法
律
行
爲
が
他
者
の
爲
に
或
者
に
よ
つ
て
完
成
さ
れ
る
と
き
代
表
お
一
肖
診
9
一
貫
試
○
コ
が
存
在
し
、
こ
の
行
爲
の
劾
果
が
直

　
　
　
接
或
は
間
接
に
被
代
表
者
が
行
爲
を
完
成
し
た
も
の
と
し
て
被
代
表
者
に
生
ず
る
こ
と
を
條
件
と
す
る
」
と
蓮
べ
て
い
る
。
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三
　
契
約
理
論
に
基
ず
い
た
代
表
と
い
う
概
念
が
政
治
理
論
に
導
入
蕾
へ
⊆
れ
、
所
謂
「
政
治
代
表
」
語
冥
騎
窪
蜜
島
づ
＆
註
ρ
き
と
い
う
概
念
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

韓
生
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
近
代
的
所
産
で
あ
る
と
簡
輩
に
い
い
切
れ
な
い
。
即
ち
、
冨
ー
マ
公
法
に
お
い
て
は
既
に
政
治
代

表
の
概
念
を
實
際
に
使
用
し
、
皇
帝
は
主
椹
の
存
す
る
人
民
か
ら
琶
器
q
暮
を
受
け
て
い
る
人
民
の
代
表
と
し
て
考
え
ら
れ
、
こ
の
關
係
に
お

い
て
帝
制
（
頁
日
o
君
暮
）
が
成
立
し
て
い
た
。
・
ー
マ
の
法
學
者
が
、
右
の
よ
う
な
代
表
に
巨
き
q
暮
の
契
約
を
認
め
た
事
實
こ
・
て
、
近
代
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

法
に
重
要
な
地
位
を
占
む
べ
き
功
績
で
あ
る
と
デ
ュ
ギ
ー
は
指
摘
す
る
。
然
し
、
・
ー
マ
公
法
理
論
は
も
と
よ
り
赴
代
的
代
表
制
を
捲
う
者
で
は

な
く
、
近
代
的
代
表
制
の
理
論
的
基
礎
の
確
立
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
近
代
的
代
表
制
理
論
の
形
成
を
史
的
に
老
察
す
れ
ば
、
代
表
制
理
論
（
通
説
）
を
樹
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
、
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

の
は
英
國
流
の
考
え
方
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
は
、
　
「
各
選
暴
匠
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
と
錐
も
一
膿
と
な
つ
て
い
る
王
國
に
奉
仕
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
等
が
派
遣
さ
れ
る
目
的
は
特
定
の
も
の
で
は
な
く
て
一
般
的
目
的
の
た
め
叫
、
あ
り
、
選
墾
匿
の
利
谷
に
目
的

が
存
す
る
の
で
は
な
く
肚
禽
の
利
釜
に
目
的
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
し
た
。
代
表
者
が
蓮
合
州
の
代
表
者
で
あ
る
黙
を
強
調
し
た
の
は
、
國
王

　
リ
ツ
ト

の
令
歌
に
し
め
さ
れ
て
い
る
事
項
の
み
に
そ
の
意
思
を
表
明
し
う
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
選
暴
匿
を
代
表
す
る
代
表
者
と
は
全
く
別
の
性
格
を
代

表
者
に
與
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
印
ち
、
代
表
者
（
議
員
）
は
個
々
の
選
墨
匿
か
ら
琶
導
母
富
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
タ
ヨ
ジ
エ
ネ
ロ
オ

選
學
匠
（
國
全
睦
）
か
ら
巨
導
（
一
暮
①
が
興
え
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
三
部
禽
に
し
め
さ
れ
る
代
表
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

と
は
全
く
別
の
概
念
で
あ
つ
て
、
近
代
的
意
味
を
備
え
た
代
表
制
の
基
礎
を
規
定
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
バ
ー
ク
も
ブ
ラ
ヅ
ク
ス
ト
ー
ン
と
同
様

の
解
繹
を
も
つ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
所
論
が
何
庭
よ
り
生
じ
た
か
と
い
う
問
に
は
、
英
國
憲
政
の
登
展
過
程
の
う
ち
か
ら
育
、
灰
さ
れ
た
と
答

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

え
る
外
な
い
で
あ
ろ
う
。
兎
も
角
、
英
國
に
お
い
て
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
代
表
せ
ら
れ
る
近
代
的
代
表
概
念
　
　
私
法
的
契
約
理
論
に
お
け
る

唐
讐
量
富
と
は
違
つ
た
個
別
的
で
な
い
総
括
的
概
念
1
が
現
わ
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
理
論
か
ら
制
度
が
生
れ
た
の
で
な
く
て
、
制
度
に
封
す

る
論
明
で
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
近
代
的
「
代
表
」
概
念
の
理
論
的
形
成
に
最
も
寄
與
し
た
フ
ラ
ン
ス
學
派
と
根
本
的
に
相
違
す
る
貼
で
あ
る
。

　
　
　
代
表
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若
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考
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一
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（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察

五
八

（
七
六
八
）

四
　
大
革
命
を
契
機
と
し
て
、
公
法
理
論
乃
至
政
治
理
論
に
新
ら
し
い
思
想
概
念
が
導
入
さ
れ
た
。

的
で
あ
る
も
の
は
、
「
國
民
主
椹
」
の
そ
れ
で
あ
つ
た
。
「
國
民
主
樺
」
の
思
想
的
理
論
的
背
景
に

い
う
ま
で
も
な
い

る
論
理
は
必
ず
し
も
合
理
的
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
肚
會
團
艦
の
一
般
意
思
と
い
5
不
可
分
性
ば
、
均
等
配
分
的
主
椹
を
各
市
民
が
有
す
る
と

い
う
可
分
性
に
、
侵
害
さ
れ
る
虞
れ
が
多
分
に
あ
る
論
理
で
あ
つ
た
。
ル
ソ
オ
の
こ
の
よ
う
な
矛
盾
し
た
論
理
も
、
こ
う
考
え
れ
ば
少
し
は
救
濟

さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
印
ち
、
冠
會
團
艦
の
一
般
意
思
が
主
椹
で
あ
る
と
い
う
の
は
理
念
的
解
繹
で
あ
り
、
主
擢
に
性
格
、
内
容
を
與
え
る
も
の

で
あ
る
。
一
萬
人
の
市
民
の
・
て
れ
ぞ
れ
が
一
萬
分
の
一
の
主
僅
を
有
す
る
と
す
る
の
は
、
主
椹
行
使
の
ウ
エ
イ
ト
を
衡
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
ル
ソ
オ
の
詮
明
が
飛
躍
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
彼
は
理
念
的
主
僅
を
ま
ず
論
き
、
次
に
具
禮
的
に
主
僅
行
使
の
方
法
を
考
え
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
に
若
干
の
反
論
理
性
を
し
め
し
た
と
思
え
る
。
ル
ソ
オ
が
主
椹
行
使
の
型
と
し
て
考
え
て
い
た
も
の
は
、
人
民
集
會
で
あ

U
9
讐
は
∬
唄
ぎ
凹
吋
巴
誌
3
α
8
詐
8
冨
寓
げ
弱
賦
○
ヨ
5
一
き
」
【
●
喋
．
9
‘
呂
器
㌔
・
畠
9
マ
ク
ィ
バ
r
は
デ
ュ
ギ
ー
と
反
封
的
見
解
を
し
め
し
て
い
る
。

】
≦
蓉
【
＜
9
客
匡
こ
ミ
①
ご
o
㌦
O
o
〈
①
旨
ヨ
①
9
』
3
9
‘
一
深
o。
。
P
一
〇
〇
。
●

U
g
α
q
乱
甘
げ
‘
o
や
o
律
．
7
畠
9

U
q
嶋
鼠
甘
び
こ
■
禽
o
冨
山
①
費
o
詳
℃
q
一
）
＝
o
騎
曾
9
巴
”
お
b
o
9
乍
凹
一
一
・

劇
d
三
Φ
餌
F
O
‘
円
目
銭
ま
盆
の
o
ざ
昌
8
℃
巳
詳
首
G
9
“
一
＜
。
一
温
ド
乍
b
o
o
o
ド
よ
り
引
用
。

冥
閃
口
嘗
①
は
プ
リ
ス
ト
ル
の
選
基
人
へ
の
演
論
で
「
各
議
員
は
、
一
旦
選
出
さ
れ
る
と
、
彼
を
議
含
へ
邊
つ
た
選
畢
匠
と
何
等
關
係
な
く
、
國
全
禮
の

代
表
者
と
な
る
。
…
…
議
員
を
嚴
格
に
拘
束
し
、
縄
封
的
に
服
從
せ
し
め
る
巨
曽
＆
暮
①
は
こ
の
國
の
法
の
與
り
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
蓮
べ
、
ヨ
讐
Y

山
彗
Φ
を
個
別
的
な
も
の
と
解
し
て
い
る
。
O
O
暮
日
節
≦
薗
鍍
O
フ
弓
げ
①
目
る
類
塵
≦
3
鉦
一
蔭
9
芸
O
O
O
冨
oo
試
叶
q
ま
O
コ
＜
〇
一
●
ド
屋
認
●
》
Oo
遙
。

ビ
ュ
ル
ド
オ
は
英
國
で
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
出
た
こ
と
に
つ
き
、
ホ
イ
ヅ
グ
、
ト
ー
リ
ー
爾
掌
の
選
畢
態
度
、
殊
に
後
者
の
そ
れ
に
着
目
し
て
い
る
。
帥

ち
、
ト
ー
り
！
は
選
撃
を
椹
力
委
託
行
爲
と
解
し
、
選
畢
民
が
代
表
者
を
統
御
し
う
る
と
こ
ろ
に
選
暴
の
正
當
性
を
認
め
た
。
然
し
、
ホ
イ
ヅ
グ
は
こ
れ
を

下
院
議
員
の
法
的
地
位
に
何
等
の
影
響
も
與
え
な
い
政
治
的
樂
観
主
義
と
し
て
ト
ー
り
ー
に
封
立
し
た
。
一
ざ
且
①
費
F
O
こ
o
や
9
¢
蜀
器
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
新
ら
し
い
理
論
の
う
ち
今
日
ま
で
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ル
ソ
オ
の
「
肚
會
契
約
」
論
が
あ
る
こ
と
は

　
　
　
。
ル
ソ
オ
に
從
え
ば
、
主
権
と
は
杜
會
團
膣
の
一
般
意
思
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
然
し
、
ル
ソ
オ
の
肚
會
契
約
論
を
流
れ
て
い



　
　
　
　
　
（
一
）

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
人
民
集
會
或
は
民
會
を
措
定
し
て
主
灌
の
可
分
的
解
縄
を
し
た
が
、
こ
の
可
分
主
樺
は
決
し
て
理
念
的
主
椹
と
は
關
係
な
い

も
の
で
あ
り
、
一
つ
の
秤
の
度
合
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ル
ソ
オ
は
決
し
て
主
椹
が
可
分
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
理
念
的
に
主
張
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
明
白
に
主
椹
の
不
可
分
と
不
可
譲
を
論
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
念
的
主
椹
か
ら
、
ル
ソ
オ
は
政
治
代
表
の
可
能
性
を
否

　
　
（
二
）

認
す
る
。
即
ち
、
主
僅
を
譲
渡
で
き
な
い
と
同
じ
く
こ
れ
を
代
表
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
主
椹
の
本
質
は
一
般
意
思
に
存
し
、
意
思

は
代
表
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ル
ソ
オ
の
主
椹
に
饗
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ま

の
と
こ
ろ
こ
う
考
え
る
。

　
こ
の
ル
ソ
オ
の
理
念
的
主
樺
が
、
大
革
命
の
過
程
を
通
し
て
國
民
主
権
の
概
念
に
ま
で
開
花
し
、
主
権
は
國
民
全
膿
に
存
す
る
旨
の
實
定
規
定

を
見
る
よ
う
に
な
つ
た
。

　
（
註
）

　
（
一
）
図
o
奉
①
雲
”
騒
。
－
『
こ
O
o
旨
H
彗
の
0
9
巴
”
＝
≦
Φ
目
。
畠
碧
●
図
＜
。

　
（
二
）
≦
一
α
q
昌
”
男
｝
U
3
詳
8
冨
試
言
註
o
目
5
一
き
●
一
●
ド
O
認
●
多
鵠
b。
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

五
　
十
八
世
紀
に
お
け
る
政
治
理
論
は
、
純
粋
（
直
接
）
民
主
制
と
代
表
政
治
制
の
贋
値
に
關
す
る
論
孚
に
終
始
し
て
い
た
と
い
つ
て
も
よ
か
つ

た
。
こ
の
理
論
的
背
景
の
も
と
に
、
革
命
制
憲
議
會
が
努
力
を
傾
け
た
問
題
は
、
國
民
主
椹
概
念
と
調
和
で
き
る
主
樺
行
使
の
方
法
を
、
理
論
的

に
登
見
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
ル
ソ
オ
の
理
念
的
主
椹
概
念
は
國
民
主
椹
概
念
の
形
成
に
寄
興
し
た
が
、
主
椹
行
使
の
方
法
に
つ
き
ル
ソ
オ
の
考

え
方
を
採
用
す
る
の
は
理
念
と
實
践
の
不
調
和
を
露
呈
す
る
だ
け
で
あ
る
。
か
く
て
制
憲
議
會
の
探
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
も
の
は
、
モ
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ス
キ
ェ
ー
の
代
表
制
理
念
で
あ
つ
た
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
如
く
、
「
主
椹
的
権
力
を
持
つ
て
い
る
人
民
は
、
自
分
で
う
ま
く
で
き
う
る
こ
と
は
す

べ
て
自
分
の
手
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
自
分
で
う
ま
く
で
き
え
な
い
こ
と
は
、
自
分
達
の
代
理
人
日
ぎ
寵
霞
8
を
通
し
て
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　
　
　
代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
七
六
九
）



　
　
　
代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
（
七
七
〇
）

　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
代
表
制
理
念
は
制
憲
議
會
を
支
配
し
、
制
憲
議
會
は
代
表
制
理
論
の
骨
組
を
作
つ
た
。
そ
し
て
明
確
に
國
民
主
樺
の
理
念

と
主
椹
行
使
の
理
論
を
吹
元
を
攣
え
た
面
噛
、
把
握
し
、
し
か
も
爾
者
の
調
和
を
計
つ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
、
主
椹
は
國
民
全
鰹
に
存
し
個
々
の
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

民
に
分
割
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
國
民
が
選
ん
だ
議
員
は
そ
の
全
髄
に
お
い
て
國
民
の
代
表
で
あ
り
、
全
罷
に
筥
き
量
富
が
存
す
る
。
從

つ
て
、
議
員
個
人
を
召
還
乃
至
罷
冤
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
議
員
と
選
學
人
は
猫
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
代
表
制
に
お
け
る
代
表
者
の

琶
彗
量
鼠
は
、
最
早
、
過
去
の
三
部
禽
の
代
表
者
の
そ
れ
と
は
全
く
性
質
の
違
つ
た
も
の
と
な
つ
た
。
こ
淑
は
一
に
國
民
主
槽
の
理
念
的
存
在

が
前
提
と
な
り
、
こ
れ
と
の
調
和
が
肝
要
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
然
し
、
理
念
的
に
み
て
主
礎
は
譲
る
こ
と
が
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
代
表
者
を
選
出
し
て
立
法
椹
を
託
す
る
の
は
矛
盾
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
封
し
制
憲
議
會
は
吹
の
如
く
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

代
表
者
を
選
出
す
る
の
は
主
樺
行
使
の
方
法
を
託
す
る
の
て
あ
り
、
主
椹
そ
の
も
の
を
託
す
る
の
で
は
な
い
と
。
一
見
、
調
和
の
と
れ
た
巧
妙
な

理
論
で
あ
り
、
こ
れ
が
代
表
制
理
論
の
通
論
と
し
て
今
日
に
至
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
）

　
（
一
）
　
ピ
曽
隔
①
霞
一
曾
ρ
『
こ
o
マ
o
詳
●
娼
●
oo
呂
．

　
（
二
）
目
g
審
呂
巳
①
～
U
①
冒
、
雲
鷲
詳
α
霧
■
o
ぎ
＝
≦
Φ
一
目
。
魯
選
●
F

　
　
　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
か
こ
こ
に
述
べ
て
い
る
の
は
ア
テ
ネ
、
・
ー
マ
の
民
主
政
治
に
つ
い
て
で
あ
り
、
近
代
國
家
に
遍
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
從
つ
て
、
彼

　
　
　
の
い
う
前
牛
部
は
今
日
何
慮
の
政
治
制
灰
に
も
見
當
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
考
え
方
を
獲
展
せ
し
め
た
の
は
ド
．
・
ル
ム
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
代
表
者
全
禮
（
杢
部
と
は
違
う
）
に
巨
讐
己
諄
Φ
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
議
含
に
≡
讐
三
暮
①
が
存
す
る
の
と
は
意
味
が
違
う
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ

　
　
　
が
、
爾
者
を
混
用
或
は
同
一
に
用
い
て
い
る
。
法
憐
關
読
に
こ
の
こ
と
は
關
係
す
る
の
て
あ
る
が
、
更
に
法
械
關
読
或
は
代
表
制
の
法
的
解
稗
の
う
ち
で
も

　
　
　
戯
述
を
異
に
す
る
。
私
は
議
含
か
國
民
の
代
表
て
あ
ろ
、
換
一
　
、
・
す
れ
ば
、
護
愈
に
琶
鉾
こ
暫
ε
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
議
會
に
葺
舘
｝
α
諄
①
か
存
す
る

　
　
　
と
考
え
る
の
は
灌
力
分
立
理
論
に
基
田
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

六
　
代
表
制
に
お
け
る
「
代
表
」
の
近
代
的
概
念
は
、
英
國
流
の
考
え
方
を
除
き
、
國
民
主
樺
を
大
前
提
と
し
て
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

代
表
者
は
そ
の
選
墾
人
と
は
狽
立
し
、
代
ま
者
全
膿
が
國
民
の
代
表
で
あ
り
、
こ
の
而
者
を
開
係
付
け
る
も
の
が
目
騨
邑
暮
お
冥
傍
①
9
鉾
濡



で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
ヨ
き
量
8
は
、
最
早
、
私
法
的
な
も
の
と
は
違
つ
た
内
容
を
も
ち
、
攣
ら
激
の
は
代
表
者
の
行
爲
が
被
代
表
者
の
行
爲

と
同
じ
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
か
か
る
目
彗
量
言
が
存
す
る
が
叡
に
、
代
表
者
は
國
民
の
名
に
お
い
て
行
爲
し
え
て
、
し
か
も

そ
の
効
果
は
國
民
を
拘
束
し
う
る
の
で
あ
る
。

英
國
的
代
表
制
の
解
繹
が
、
経
験
主
義
的
、
漸
進
主
義
的
集
積
の
結
果
で
あ
る
の
に
反
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
制
理
論
は
合
理
主
義
の
所
産
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
4

あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
せ
よ
、
ド
・
ロ
ル
ム
に
せ
よ
、
政
治
制
度
に
お
い
て
は
英
國
の
そ
れ
を
模
範
と
し
た
。
然
し
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
決

し
て
現
實
の
英
國
の
政
治
制
度
を
模
篇
し
た
の
で
は
な
く
、
彼
の
描
い
た
も
の
は
ユ
ト
ー
ピ
ア
で
あ
り
、
夢
の
國
で
あ
つ
た
。
彼
は
英
國
に
そ
れ

を
な
ぞ
ら
え
た
に
す
ぎ
ず
、
「
英
國
を
見
よ
」
＜
昌
Φ
N
一
。
番
昌
笹
9
①
鴇
巴
　
は
政
策
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
。
讃
者
に
與
え
た
も
の
は
理
想
國
の

自
由
、
正
義
或
は
秩
序
で
あ
つ
て
、
法
の
精
神
は
理
想
國
の
そ
れ
で
あ
り
、
合
理
主
義
の
別
名
で
あ
つ
た
。
英
國
の
代
表
制
を
そ
の
ま
ま
輸
入
し

た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
從
つ
て
、
今
日
ま
で
支
配
的
で
あ
る
代
表
制
理
論
は
フ
ラ
ン
ス
に
生
れ
た
も
の
で
、
國
民
主
椹
概
念
と
共
に
合
理
主
義
の
子
で
あ
る
。

　
（
註
）

　
（
｝
）
國
民
主
椹
と
代
表
制
の
何
れ
が
第
一
次
的
存
在
で
あ
る
か
。
國
民
主
椹
行
使
の
方
法
と
し
て
代
表
制
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
説
と
代
表
制
が
國
民
主
穫
を
導

　
　
　
く
と
す
る
説
が
あ
る
。
前
者
が
普
通
で
あ
る
が
、
オ
ー
リ
ュ
ー
は
後
者
に
立
つ
。
然
し
、
こ
れ
は
説
朋
の
方
法
の
相
遠
で
あ
る
。
缶
90
霞
δ
F
匡
こ
頃
誌
o
置

　
　
　
畠
①
身
o
詫
8
一
あ
試
菖
試
o
一
一
き
ご
お
器
．
型
b
o
お
。

　
（
二
）
言
一
吋
江
一
一
①
－
O
富
言
曾
詳
。
｝
ご
U
Φ
一
、
合
。。
鷲
詳
血
霧
一
〇
一
。
。
V
慧
8
房
覧
言
試
o
同
邑
置
菖
①
9
。
自
①
旨
①
｝
額
旨
①
凶
昇
①
巨
暮
剛
。
一
邑
Φ
3
畠
弓
。
犀
8
年

　
　
　
℃
曽
吋
④
劇
讐
昌
み
o
。
2
。
凶
●
℃
乍
図
O
刈
ー
O
。

二
　
何
を
問
題
に
す
る
の
か

代
表
制
理
論
（
通
説
）
を
も
つ
て
現
實
の
代
表
制
を
読
明
で
き
る
か
。

　
代
表
倒
に
關
す
る
若
干
の
考
察

六
一

（
七
七
一
）



　
　
　
代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
七
七
二
）

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
科
學
的
記
述
或
は
解
繹
と
は
實
膿
に
關
す
る
判
断
で
あ
り
、
チ
、
の
到
噺
に
は
正
し
い
か
誤
つ
て
い
る
か
の
二
通
り
し
か
な

い
。
こ
の
意
味
で
國
家
趨
系
の
種
々
の
形
態
を
分
析
し
、
國
家
秩
序
の
典
型
的
な
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
國
家
に
關
す
る
一
科
學
と
し
て
の

政
治
理
論
の
課
題
で
あ
る
。

　
第
一
章
に
お
い
て
見
て
き
た
如
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
開
花
し
た
代
表
制
理
論
は
合
理
主
義
の
所
産
で
あ
り
、
近
代
國
家
に
お
い
て
最
も
適

合
す
る
政
治
制
度
の
詮
明
解
繹
で
あ
つ
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
生
命
を
有
す
る
支
配
的
理
論
で
あ
る
。
第
一
次
大
職
後
、
ヨ
オ
・
ッ
パ
の
新
興
國

は
す
べ
て
代
表
制
、
殊
に
議
會
制
を
採
用
し
た
が
、
こ
れ
ら
諸
國
は
い
ず
れ
も
英
國
の
経
験
的
代
表
制
を
畏
敬
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

的
合
理
的
代
表
制
を
内
容
と
し
、
國
民
投
票
と
國
民
護
案
を
併
用
し
極
め
て
學
理
的
代
表
制
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
合
理
的
學
理
的
代
表
制
の
現

實
的
機
能
は
、
極
め
て
非
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
悲
劇
を
生
む
に
至
つ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
合
理
的
代
表
制
理
論
の

宗
家
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ベ
ル
ギ
ー
と
共
に
盛
ん
に
國
家
機
構
改
革
即
吟
霞
巨
①
号
一
、
障
暮
の
諸
案
が
績
出
し
た
こ
と
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
事
實
は
、
い
う
な
ら
ば
、
合
理
的
代
表
制
理
論
が
實
髄
に
關
し
て
十
分
な
科
學
的
解
繹
で
な
い
ヒ
と
を
曙
示
す
る
も
の

て
あ
つ
た
。
も
と
よ
り
、
合
理
的
代
表
制
理
論
は
制
度
の
前
立
措
定
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
理
論
が
科
學
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
限
り
、
制
度
を

詮
明
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
理
論
か
ら
演
繹
し
た
も
の
（
制
度
）
と
制
度
の
論
明
よ
り
露
納
し
た
も
の
（
理
論
）
と
が
一
致

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
「
一
致
」
と
い
う
こ
と
に
封
す
る
解
繹
で
あ
る
。
私
は
「
一
致
」
に
つ
い
て
吹
の
解
繹
を

し
て
本
論
を
進
め
る
。
印
ち
、
「
一
致
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
場
合
、
制
度
に
つ
い
て
形
式
的
解
繹
を
下
し
そ
の
制
度
の
論
明
が
理
論
に
基
ず
い

た
論
理
性
タ
ニ
不
す
だ
け
で
は
十
分
な
科
學
的
論
明
と
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
代
表
制
理
論
で
は
議
員
全
罷
に
國
民
の
代
表
の
名
が
與
え
ら
れ

（
帥
ち
寒
葺
量
S
）
、
議
員
の
行
爲
は
國
民
の
行
爲
と
同
じ
効
果
を
有
す
る
の
て
あ
る
か
ら
、
代
議
士
が
作
つ
た
法
律
は
國
民
の
意
思
の
表
現
で

あ
り
、
國
民
が
法
律
に
從
う
の
は
論
理
的
に
當
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
代
表
制
を
論
明
す
る
（
部
分
的
で
あ
る
が
）
の
は
形
式
論
理
の
枠
内
に
止

ま
つ
て
お
り
、
眞
に
科
學
的
で
あ
る
た
め
に
は
議
員
が
國
民
の
代
表
に
値
す
る
内
容
を
も
つ
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ



で
内
容
と
い
う
の
は
議
員
の
資
質
で
ば
な
く
、
國
民
の
代
表
に
至
る
過
程
の
正
當
性
で
あ
る
。
敷
行
す
れ
ば
、
議
員
は
國
晃
の
代
表
で
あ
る
と
意

味
的
に
把
握
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
國
民
の
代
表
と
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
は
困
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
黙
か
ら
、
代
表
制
理
論
と
現
實
の
代
表
制
の
梢
互
關
係
を
考
察
し
て
、
そ
の
プ
・
セ
ス
に
特
に
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
。
決
し
て

明
確
な
背
定
、
否
定
の
解
繹
を
求
め
る
の
が
目
的
で
な
く
、
代
表
制
理
論
へ
の
反
省
を
行
い
た
い
の
で
あ
る
。

　
（
註
）

（
一
）
一
く
①
一
の
婁
匡
．
ぴ
。
一
Φ
蓉
①
曽
邑
男
。
一
置
。
。。
㌧
醤
①
》
臣
旨
曽
冨
尼
。
蒙
邑
ω
。
一
①
饗
①
男
①
く
一
①
ヨ
＜
。
一
・
首
＜
・
乞
9
。。
』
・
象
。。
・
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菖
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①
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℃
・
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二
　
代
表
制
は
理
論
に
お
い
て
も
制
度
に
お
い
て
も
選
奉
を
必
要
條
件
と
し
て
い
る
。
こ
の
逡
墨
が
代
表
制
の
十
分
條
件
に
ま
で
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
代
表
制
が
選
撃
を
必
要
條
件
と
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
選
塁
は
投
票
行
爲
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
古
代
に
行

わ
れ
た
抽
籔
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
投
票
は
國
民
の
意
思
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
選
墨
は
代
表
制
に
重
大
な
意
味
を
持
つ
て
い
る
。

代
表
制
が
眞
に
そ
の
名
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
場
合
、
こ
の
選
墨
の
意
義
を
、
現
實
に
行
わ
れ
て
い
る
選
學
か
ら
抽
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
墨
を
た
だ
概
念
的
に
結
晶
せ
し
め
て
お
い
た
り
、
事
實
に
そ
ぐ
わ
な
い
解
繹
を
以
て
満
足
し
て
い
る
な
ら
ば
ナ
ン
セ
ン
ス

で
あ
る
。
我
々
は
、
代
表
制
が
何
故
に
選
奉
を
重
要
硯
す
る
か
に
つ
き
反
省
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
選
塁
が
代
表
制
に
お
い
て
ウ

エ
イ
ト
を
持
つ
理
由
の
最
大
な
る
も
の
は
、
國
民
の
自
由
な
る
意
思
表
明
が
行
わ
れ
、
代
表
者
の
選
出
が
國
民
の
手
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
た
め
で

あ
る
。
か
く
て
選
墨
は
國
民
主
椹
の
具
艦
的
行
使
と
し
て
満
足
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
と
理
論
的
に
読
か
れ
る
選
墨
が
、
選
墾
を
行
え
ば
代
表
制
が
自
動
的
に
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
問
題
を
含
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代
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六
四
　
　
　
（
七
七
四
）

む
。
代
表
制
の
在
る
と
こ
ろ
に
は
選
畢
が
存
す
る
が
、
選
墨
の
在
る
と
こ
ろ
、
代
表
制
あ
り
と
い
え
る
の
か
。
選
塁
の
内
容
と
、
避
墨
が
行
わ
れ

る
肚
會
的
條
件
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
そ
れ
が
形
式
要
件
に
止
ま
り
、
實
効
性
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
代
表
制
は
室
虚
な

名
目
的
代
表
制
で
あ
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
現
實
の
代
表
制
に
穫
見
せ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
代
表
制
は
意
味

的
存
在
と
し
て
認
識
で
き
よ
う
。
フ
ィ
ク
シ
．
ン
で
あ
り
、
少
く
と
も
理
論
的
に
現
實
の
代
表
制
を
論
明
し
難
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
選
撃
は

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
把
握
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。

三
　
右
の
観
貼
に
立
つ
て
代
表
制
を
考
察
す
る
と
き
、
代
表
制
理
論
と
事
實
と
し
て
の
代
表
制
の
椙
關
關
係
が
被
検
討
封
象
と
な
る
。
具
艦
的
に

は
、
事
實
と
し
て
の
代
表
制
が
、
代
表
制
理
論
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
國
民
主
擢
概
念
と
お
頁
Φ
器
暮
暮
ぞ
Φ
筥
導
塗
審
に
よ
つ
て
論
明
さ
れ

う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
の
検
討
の
た
め
に
、
ま
ず
代
表
制
に
關
す
る
通
読
以
外
の
學
論
を
紹
介
し
そ
の
意
味
を
確
か
め
、
次
に
事
實

と
し
て
の
代
表
制
の
働
き
を
調
べ
る
。
更
に
選
學
が
事
實
と
し
て
の
代
表
制
に
ど
ん
な
地
位
を
占
め
て
い
る
か
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
浮

び
出
て
く
る
事
柄
が
ど
ん
な
示
唆
を
我
々
に
與
え
る
か
を
知
り
た
い
。

三
　
強
制
委
託
読
と
法
機
關
詮

一
　
代
表
制
理
論
（
通
説
）
で
は
、
第
一
章
に
お
い
て
見
て
き
た
如
く
、
國
民
と
議
員
全
膣
と
の
間
に
目
彗
量
言
が
存
し
、
そ
の
巳
き
量
審
は

私
法
に
お
け
る
性
格
を
有
し
な
い
。
鄙
ち
、
旨
き
量
＄
は
一
般
的
、
自
由
的
、
且
つ
取
消
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
代
理
友
の
行
爲
は
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

託
者
の
承
諾
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
筥
窪
量
富
の
固
有
内
容
を
持
た
な
い
8
窟
Φ
8
暮
鉾
ぞ
Φ
目
き
q
葺
Φ
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
が
、

何
故
に
こ
う
ま
で
し
て
巨
導
量
富
を
固
執
す
る
か
と
い
え
ば
、
國
民
の
代
表
或
は
國
民
の
名
に
よ
つ
て
立
法
す
る
と
い
う
國
民
主
樺
的
正
當
性

の
た
め
で
あ
る
。
然
し
、
こ
の
通
詮
は
決
し
て
反
封
論
が
な
く
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（
註
）
H
）
邑
o
計
崔
‘
害
⑪
昌
畠
①
身
o
一
6
8
一
曇
一
言
試
o
暮
①
一
」
3
。
．
奔
畠
ド



二
　
一
七
八
九
年
九
月
五
日
の
制
憲
議
會
に
お
け
る
會
議
で
、
ペ
シ
オ
ン
勺
傘
一
9
は
議
員
に
封
す
る
強
制
委
託
菖
弩
q
彗
一
菖
審
轟
謀
を
強

　
　
　
（
註
4

調
し
た
。
「
い
わ
ゆ
る
立
法
部
の
議
員
は
代
理
人
（
露
暫
邑
暮
鉱
8
）
で
あ
り
、
彼
等
を
選
出
す
る
市
民
は
委
託
者
（
8
唐
目
9
鼠
暮
の
）
で
あ
る

か
ら
、
彼
等
代
表
者
は
市
民
の
意
思
に
服
從
せ
し
め
ら
れ
る
。
我
々
は
、
こ
の
代
理
人
と
通
常
の
代
理
人
と
の
間
に
何
等
の
匠
別
を
も
認
め
な

い
。
爾
者
は
互
に
同
一
名
目
に
お
い
て
行
爲
す
る
。
爾
者
は
同
一
の
僅
利
、
義
務
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
」

　
彼
の
言
を
理
論
的
に
表
現
す
れ
ば
、
主
椹
の
一
部
を
捲
つ
て
い
る
各
市
民
は
、
選
墾
の
干
與
及
び
議
員
の
任
命
に
自
己
の
権
利
を
行
使
す
る
。

從
つ
て
、
議
員
は
自
己
を
任
命
し
た
市
民
に
よ
つ
て
の
み
、
代
理
人
と
し
て
の
穫
限
を
有
す
る
。
議
員
が
選
墨
人
の
頭
上
に
固
定
し
て
存
す
る
主

椹
の
護
受
人
（
o
霧
匹
9
昌
巴
8
）
で
な
い
場
合
は
、
議
員
は
市
民
の
代
理
人
と
は
な
り
え
な
い
。
故
に
議
員
は
決
し
て
國
民
全
艦
の
代
理
人
で
は

な
い
の
で
あ
っ
て
、
若
し
こ
れ
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
作
り
話
」
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
て
議
員
は
選
學
匿
、
帥
ち
、
議
員
を
任
命
し
た

逡
暴
民
の
集
團
の
代
理
人
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
理
論
は
委
託
者
と
代
理
人
の
選
出
の
關
係
で
あ
つ
て
、
議
員
が
國
民
全
膿
の
代
理
人
で
あ
る
と

い
う
通
読
と
の
違
い
は
、
全
膿
と
部
分
の
關
係
に
止
ま
る
。
然
し
、
爾
論
の
相
違
は
、
こ
の
選
出
關
係
に
し
め
さ
れ
た
條
件
が
大
き
な
効
果
を
生

ぜ
し
め
、
選
出
後
の
委
託
者
と
代
理
人
の
關
係
を
拘
束
す
る
黙
に
あ
る
。
こ
の
貼
に
至
つ
て
、
爾
論
は
完
全
に
封
立
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
議
員
に
代
理
人
と
し
て
の
総
べ
て
の
義
務
が
強
制
せ
ら
れ
、
選
學
民
は
議
員
に
9
導
量
審
を
限
定
し
て
與
え
、
議
員
は
そ
の
日
彗
－

量
冨
に
一
致
し
た
行
動
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
選
出
條
件
よ
り
當
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
選
墾
民
か
ら
見
る
と
、
國

民
の
名
に
お
い
て
議
員
が
行
爲
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
目
讐
量
言
の
内
容
は
極
め
て
愼
重
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
日
窪
山
暮
o

に
違
反
し
た
行
爲
が
あ
つ
た
と
き
、
議
員
は
選
暴
民
の
8
巨
目
Φ
菖
”
暮
と
し
て
の
贋
値
を
有
し
な
い
か
ら
、
目
き
量
審
を
取
消
さ
れ
る
の
が

通
常
で
あ
る
。
彊
制
委
託
詮
は
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
日
弩
塗
言
の
法
的
性
格
を
彊
調
す
る
理
論
で
あ
る
。

　
（
註
）
こ
の
項
は
U
讃
g
昼
7
”
、
ぼ
包
什
ρ
o
や
9
“
℃
●
9
。
）
9
旭
乍
9
00
φ
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

三
　
こ
の
強
制
委
託
論
が
實
際
に
行
わ
れ
た
制
度
と
し
て
三
部
會
（
国
鼠
。
騎
魯
曾
碧
図
）
が
墨
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
七
七
五
）



　
　
　
代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
七
七
六
）

　
芒
、
臼
制
度
の
三
部
會
に
お
け
呑
代
表
制
理
論
は
、
極
端
な
ま
で
に
強
制
委
託
の
理
念
を
と
つ
て
い
た
。
三
部
禽
の
代
鼻
、
蔵
員
は
文
字
通
り
の
代
理
人

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
ル
　
　
ニ

で
あ
り
、
権
力
の
「
調
度
晶
的
」
存
在
と
ま
で
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
部
會
の
集
合
に
際
し
、
國
王
は
議
題
を
代
議
員
に
提
示
し
、
代
議
員
は

選
墨
人
か
ら
そ
の
議
題
に
封
す
る
同
答
の
指
示
を
受
け
て
會
議
に
参
加
す
る
。
選
塁
人
の
指
示
に
基
ず
い
て
、
代
議
員
は
同
答
す
る
。
こ
の
際
、

選
畢
人
か
ら
の
目
讐
量
審
の
な
い
事
項
に
封
す
る
同
答
は
行
う
を
得
な
か
つ
た
。
目
器
量
言
履
行
の
代
償
と
し
て
、
代
議
員
は
歳
費
を
自
己

を
選
出
し
た
選
塁
匿
よ
り
受
取
つ
た
が
、
選
墾
人
が
代
理
人
と
し
て
の
代
議
員
の
行
爲
に
不
満
で
あ
れ
ば
、
豫
め
約
束
し
た
歳
費
の
支
彿
を
拒
ん

だ
。
こ
の
よ
う
な
代
理
人
と
委
託
者
の
關
係
は
、
全
く
私
法
に
お
け
る
概
念
を
公
法
に
適
用
し
た
も
の
と
い
え
る
。
何
故
に
か
く
も
嚴
格
に
適
用

さ
れ
た
か
に
就
き
、
バ
ル
テ
ル
ミ
イ
及
び
デ
ュ
ー
ズ
は
、
6
、
當
時
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
輩
］
國
と
考
え
る
近
代
柵
念
が
普
及
し
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

か
つ
た
事
實
、
從
つ
て
代
議
員
は
特
定
地
域
の
特
定
階
級
の
代
議
員
で
あ
つ
た
、
◎
、
三
部
會
が
常
設
の
議
院
で
な
か
つ
た
事
實
、
国
、
三
部
禽

が
決
定
椹
を
有
せ
ず
、
代
議
員
の
投
票
が
諮
聞
的
債
値
し
か
持
た
な
か
つ
た
事
實
を
奉
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
條
件
の
下
で
、
彊
制
委
託
詮
が

實
際
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
（
註
）

　
（
一
）
　
こ
の
項
は
ヤ
国
曽
詳
げ
凹
①
旨
イ
U
q
①
び
o
や
9
『
℃
℃
●
ぢ
9
ド
①
♂
唱
P
一
一
｝
幽
’
に
よ
る
。

　
（
二
）
　
三
部
會
の
性
質
か
ら
も
、
差
、
の
選
出
方
法
が
身
分
O
＆
5
に
基
づ
く
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
借
職
（
巳
零
鮫
⑪
）
、
貴
族
（
冒
〇
三
①
器
①
）
は
直
接
投
票
、

　
　
　
い
わ
ゆ
る
第
三
身
分
（
試
①
田
－
騨
暮
）
は
間
接
投
票
を
以
て
代
議
員
を
選
出
し
、
選
出
方
法
は
統
一
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ω
信
巳
①
餌
F
9
る
宰
息
“
7

　
　
　
図
oo
一
。

四
　
代
表
制
に
關
す
る
通
論
或
は
強
制
委
託
論
は
、
い
ず
れ
も
選
塁
人
と
議
員
の
意
思
或
は
行
爲
を
別
々
に
考
え
、
爾
者
の
關
係
を
論
明
す
る
學

読
で
あ
る
。
こ
れ
ら
爾
學
論
と
は
全
く
別
個
の
論
明
を
代
表
制
に
與
え
る
學
論
は
、
法
機
關
論
で
あ
る
。
然
し
、
こ
の
學
論
は
代
表
制
に
關
す
る

學
論
で
は
な
く
、
國
家
理
論
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
國
家
理
論
で
あ
る
法
機
關
論
を
以
て
代
表
制

を
論
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
代
表
制
の
專
門
理
論
で
は
な
い
。
從
つ
て
、
ラ
㌧
ハ
ン
ト
や
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
を
代
表
と
す
る
法
機
關
論
は
、
目
き
量
富



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

を
問
題
と
せ
ず
に
代
表
制
に
封
す
る
解
繹
を
行
う
。
ラ
ー
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
國
民
は
選
出
す
る
と
い
う
職
能
を
有
す
る
國
家
機
關
で
あ
り
、
議
會

は
］
定
條
件
の
下
で
の
決
定
機
關
て
あ
る
。
從
つ
て
、
爾
者
の
間
に
は
何
等
の
法
的
關
係
も
存
し
な
い
。
こ
れ
ら
爾
機
關
は
憲
法
に
お
い
て
定
め

ら
れ
、
鼓
に
法
的
機
關
と
し
て
の
地
位
及
び
能
力
が
定
め
ら
れ
る
と
す
る
。
ラ
ー
バ
ン
ト
の
解
繹
は
法
律
的
解
繹
で
あ
り
、
形
式
解
繹
で
あ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

代
表
制
の
読
明
に
は
な
つ
て
い
な
い
。
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
は
ラ
し
ハ
ン
ト
の
論
に
修
正
を
加
え
、
ラ
ー
バ
ン
ト
の
如
く
法
的
に
間
題
を
、
庭
理
す
る
の

は
、
實
龍
を
ゆ
が
め
る
も
の
で
あ
り
、
議
會
と
國
民
の
間
に
は
事
實
關
係
が
存
す
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
爾
者
の
間
に
存
す
る
事
實

關
係
に
法
形
式
を
與
え
な
け
れ
ば
、
代
表
に
關
す
る
法
的
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
し
、
議
會
を
國
民
の
直
接
機
關
と
し
、
國
民
は
國
家
機
關
で
あ

る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
國
民
は
國
家
の
第
一
次
機
關
で
あ
り
、
議
會
は
國
家
の
第
二
次
機
關
と
し
、
國
家
意
思
の
最
高
機
關
は
國
民
に

よ
り
團
腿
的
に
一
つ
に
形
成
さ
れ
、
議
會
は
國
民
意
思
の
特
殊
機
關
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
る
。
從
つ
て
、
國
民
と
議
會
は
法
的
に
統
一
艦
を
構
成

し
、
議
員
を
選
墨
す
る
こ
と
は
代
表
者
と
一
膿
と
な
つ
た
人
民
と
の
間
の
恒
久
的
紐
帯
を
生
ぜ
し
め
、
ラ
ー
バ
ン
ト
の
論
よ
り
生
ず
る
爾
者
の
凋

立
性
の
難
を
救
濟
す
る
も
の
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
代
表
制
を
解
す
る
法
機
關
詮
は
、
國
民
主
椹
を
措
定
し
て
お
ら
ず
、
寧
ろ
國
家
主
椹
概
念
に

培
わ
れ
て
き
た
學
論
で
あ
り
、
選
塁
は
國
家
機
關
で
あ
る
議
員
を
任
命
す
る
法
律
行
爲
と
し
て
解
す
る
。
從
つ
て
、
議
員
は
國
民
の
代
表
者
で
は

な
く
、
議
會
も
法
律
上
、
國
民
の
代
表
機
關
と
定
め
る
場
合
に
國
民
の
代
表
で
あ
る
と
考
え
る
。
い
わ
ゆ
る
代
表
制
理
論
と
全
く
座
標
を
異
に
し

た
論
で
あ
り
、
事
實
と
し
て
の
代
表
制
を
形
式
的
に
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
註
）

　
（
叫
）
b
菩
騨
昌
｝
℃
こ
oo
富
辞
oq
婦
①
。
算
血
①
。
。
U
Φ
暮
の
畠
g
即
①
一
昌
①
。
。
｝
㎝
卜
島
‘
閃
α
・
い
μ
㊤
員
●
の
●
竈
oo
鵠
●
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一
一
）
討
臣
器
F
の
こ
2
碍
Φ
葺
①
営
①
oQ
富
即
琶
Φ
ぼ
9
㏄
｝
島
。
も
Z
①
＆
旨
。
F
お
睡
。
霧
＆
3
為
．

　
　
　
ヵ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
議
會
が
全
國
民
の
代
表
で
あ
る
と
共
に
、
一
入
一
人
の
議
員
も
代
表
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
竃
暫
β
3
8
を
實
行

　
　
　
ナ
る
た
め
の
代
表
で
な
い
と
す
る
。
Oo
9
一
ヨ
一
9
｝
ρ
｝
＜
Φ
篤
器
o
o
9
お
o
。
一
色
肖
P
ぢ
図
o
o
。
ω
塑
oo
冨
為
・

五
　
張
制
委
託
詮
は
「
代
表
」
に
忠
實
な
解
繹
を
加
え
る
あ
ま
り
、
可
分
主
椹
的
立
場
を
と
り
、
國
民
主
椹
概
念
と
犠
鰯
す
る
危
険
を
し
め
し
た
。

　
　
　
代
表
制
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關
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若
干
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考
察
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七
　
　
　
（
七
七
七
）



　
　
　
代
表
制
に
關
す
る
誓
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
　
（
七
七
八
）

然
し
、
「
代
表
」
に
明
確
な
意
味
を
與
え
ん
と
す
る
努
力
－
琶
き
量
＄
　
の
履
行
！
は
認
め
ら
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
通
論
の
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

陥
、
｛
、
委
託
者
で
あ
る
國
民
と
代
理
人
で
あ
る
代
表
者
と
が
互
に
排
他
的
で
あ
る
黙
に
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
γ
は
こ
の
意
味
で
、
「
代
表
者
が
被
代
表

者
に
よ
つ
て
選
出
、
任
命
さ
れ
る
だ
け
で
は
眞
の
代
表
制
と
い
え
ず
、
代
表
者
が
法
的
に
被
代
表
者
の
意
思
を
執
行
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
義
務
の
履
行
が
法
的
に
保
誰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
典
型
的
保
誰
と
は
、
被
代
表
者
が
そ
の
意
思
に
反
し

た
行
爲
を
行
う
代
表
者
を
リ
コ
ー
ル
す
る
椹
利
で
あ
る
。
議
員
が
自
己
を
選
出
し
た
選
墨
人
の
代
表
者
で
は
な
く
、
全
國
民
の
代
表
者
と
い
う
の

は
擬
制
で
あ
る
。
選
墨
人
と
被
選
學
人
と
が
法
的
に
狸
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
法
的
代
表
制
と
矛
盾
す
る
。
選
墨
人
の
意
思
が
被
選
出
者
に
よ
り

執
行
さ
れ
る
法
的
保
誰
を
歓
き
、
爾
者
が
法
的
に
狗
立
し
て
い
る
場
合
に
、
法
的
代
理
關
係
胃
0
4
乃
至
代
表
制
は
存
在
し
な
い
。
…
…
人
民

が
議
員
に
立
法
機
能
を
託
す
る
に
は
強
制
委
託
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
リ
コ
ー
ル
は
強
制
委
託
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

い
」
と
す
る
。
マ
ク
ィ
バ
ー
は
、
強
制
委
託
を
議
員
自
身
の
自
律
規
範
と
す
べ
き
事
を
主
張
す
る
。
印
ち
、
議
員
は
自
已
が
選
出
さ
れ
た
事
由
と

な
つ
て
い
る
主
義
な
り
政
策
を
放
棄
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
職
を
群
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ケ
ル
ゼ
γ
に
せ
よ
、
マ
ク
ィ
バ
ー
に
せ
ま
、
張
制

委
託
論
を
以
て
代
表
制
を
實
現
す
る
こ
と
に
は
賛
成
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
共
に
「
代
表
」
が
眞
に
實
現
す
る
た
め
に
は
巨
餌
民
諄
Φ
を
有
名
無

實
な
も
の
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

　
法
機
關
論
は
、
批
會
的
事
實
を
法
的
事
實
に
置
換
し
て
思
考
し
、
そ
れ
自
艦
に
お
い
て
意
味
解
繹
す
る
立
場
に
あ
る
か
ら
、
蓮
論
や
強
制
委
託

論
と
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
代
表
制
を
軍
な
る
實
定
法
的
事
實
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
を
解
繹
す
る
の
で
は
事
實
と
し
て
の
代
表
制
を
解

繹
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
（
註
）

（
一
）
丙
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①
ン
匡
‘
O
雪
①
旨
一
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四
　
代
表
制
は
い
か
に
活
動
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

一
　
」
・
S
・
ミ
ル
は
代
表
制
を
最
良
の
政
治
形
式
と
し
た
が
、
代
表
制
を
永
績
せ
し
め
て
ゆ
く
に
は
三
つ
の
條
件
を
満
足
せ
し
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
述
べ
た
。
帥
ち
、
e
人
民
が
代
表
制
を
喜
ん
で
受
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
㊧
代
表
制
存
績
に
必
要
な
こ
と
を
喜
ん
で
な
し
、
且
つ

な
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
日
代
表
制
が
人
民
に
課
す
義
務
、
職
務
を
喜
ん
で
果
し
、
且
つ
果
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
れ
ら
三

條
件
の
5
ち
、
代
表
制
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
の
は
第
三
條
件
で
あ
り
、
他
の
二
條
件
は
代
表
制
の
震
展
的
経
過
の
う
ち
に
自
ら
系
と
し
て
生
ず

る
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
代
表
制
が
非
常
に
う
ま
く
機
構
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
人
民
を
保
護
す
る
ど
こ
ろ
か
人
民
を
惑
わ
す
結
果
に
な
る
場

　
　
　
　
　
　
（
二
）

合
が
あ
る
。
ミ
ル
は
、
代
表
制
が
階
級
利
釜
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
機
構
と
な
り
、
「
代
表
」
制
と
い
う
何
人
も
抗
し
得
が
た
い
名
目
が
あ
る
た

め
、
代
表
制
そ
の
も
の
が
巧
妙
な
ヴ
ェ
ー
ル
と
な
り
、
そ
の
下
で
寡
頭
政
支
配
が
行
わ
れ
る
の
を
憂
え
た
。
こ
の
よ
う
な
弊
害
を
矯
す
目
的
で

「
代
議
政
治
に
關
す
る
考
察
」
を
著
し
た
。

　
我
々
は
、
こ
の
ミ
ル
の
懸
念
が
現
在
の
代
表
制
に
も
い
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
代
表
」
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か

め
る
に
は
、
代
表
制
の
活
動
を
省
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
註
）

　
（
一
）
置
一
一
し
。
ω
●
と
。
一
邑
α
Φ
吋
豊
・
一
あ
。
ロ
寄
胃
①
器
耳
辞
一
く
①
O
o
お
旨
巨
①
暮
”
匹
曽
穿
Φ
一
一
目
・
し
譲
Q。
亮
・
嵐
爬
・

　
（
二
）
害
貰
串
『
‘
閑
①
肩
①
器
暮
辞
貯
①
の
o
＜
Φ
旨
目
㊦
旨
弘
。
漣
●
切
乍
鼠
㌣
㎝
。
●

二
　
代
表
制
の
組
織
及
び
機
能
に
つ
い
て
、
幾
多
の
學
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
に
お
い
て
詮
明
し
て
い
る
が
、
選
墾
民
（
政
窯
）
、
議
會
及
び
内
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
）

と
い
う
代
表
制
の
三
要
素
の
關
係
に
着
目
し
て
興
味
深
い
考
察
を
し
て
い
る
の
は
、
E
・
バ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
バ
ー
カ
ー
は
代
表
制
を
、
討
論
の
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

績
を
全
鰹
的
に
見
た
場
合
の
制
度
と
考
え
る
。
そ
の
討
論
の
蓮
績
を
三
段
階
に
わ
け
，
第
一
段
階
に
お
い
て
政
煎
が
自
己
の
綱
領
を
定
め
る
際
に
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表
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（
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七
九
）
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（
七
八
O
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見
ら
れ
る
討
論
、
第
二
段
階
で
各
政
窯
が
選
學
に
臨
ん
だ
場
合
の
選
墾
民
の
各
綱
領
．
政
策
に
饗
す
る
討
論
、
最
終
段
階
で
は
議
會
が
討
論
の
場

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
三
段
階
に
わ
け
て
討
論
す
る
こ
と
は
分
業
的
で
あ
つ
て
、
バ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ば
好
ま
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
政
窯
、
選
墾
民
及
び
議
會
が
、
各
段
階
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
自
由
且
主
椹
的
に
討
論
決
定
を
行
い
、
次
か
ら
次
へ
と
蓮
績
的
に
つ
な
が
る
。
從

つ
て
、
こ
れ
ら
三
要
素
は
内
面
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
議
會
は
選
塁
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
と
、
選
墨
民
に
よ
つ
て
特
定
目
的
の
た
め
権
威
付
け
ら

れ
、
凶
、
一
ひ
6
円
葺
。
叶
さ
伽
る
。
特
定
目
的
と
は
選
暴
民
よ
り
賦
與
さ
れ
舵
政
綱
を
法
律
化
す
る
こ
と
と
、
執
行
部
を
そ
の
政
綱
の
方
向
へ
向
け
こ
れ

を
監
督
す
る
事
で
あ
り
、
こ
の
爲
に
議
禽
は
存
立
す
る
。
議
禽
は
孤
立
し
て
存
在
で
き
ず
、
’
絶
え
ず
選
塁
民
と
執
行
部
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
選
撃
民
は
議
會
を
作
り
、
議
會
は
内
閣
を
作
り
、
椎
威
は
爆
布
（
毛
讐
Φ
馬
巴
一
）
の
如
く
前
段
階
か
ら
引
出
さ
れ
次
の
段
階
へ
逸
ら
れ
て
行
く

小
爆
（
o
器
8
留
）
の
蓮
績
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
バ
ー
カ
ー
の
代
表
制
を
論
明
す
る
爆
布
論
（
円
冨
○
昌
亀
薫
彗
Φ
匡
毘
）
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
国
即
胃
犀
Φ
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Φ
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Φ
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煎
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三
　
バ
ー
カ
ー
の
代
表
制
に
つ
い
て
の
爆
布
論
は
、
古
典
的
静
態
的
理
論
よ
り
一
歩
進
ん
だ
見
解
で
は
あ
る
が
、
な
お
代
表
制
を
メ
カ
ニ
ズ
ム
的

に
素
描
し
た
も
の
で
あ
る
。
代
表
制
が
ど
ん
な
し
く
み
で
活
動
す
る
か
と
い
う
問
題
に
封
す
る
一
つ
の
解
答
と
し
て
は
い
い
け
れ
ど
、
代
表
制
を

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

動
か
す
も
の
或
は
要
因
は
何
で
あ
る
か
に
關
す
る
認
識
を
得
る
に
は
、
先
ず
代
表
制
に
お
け
る
政
窯
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
政
窯
の
組
織
は
國
家
的
性
格
を
有
せ
ず
、
國
家
膿
系
に
は
何
等
の
地
位
を
も
占
め
る
も
の
で
は
な
い
と
断
定
す
る
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
言
の
通
り
、

公
法
、
私
法
を
聞
わ
ず
そ
の
含
法
性
が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
實
定
法
に
お
い
て
政
窯
が
合
法
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
政
蕪
が
本
質
的
に
政

治
の
實
膿
を
形
成
す
る
要
因
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
從
來
政
窯
の
研
究
が
輕
覗
さ
れ
て
來
た
。
憲
法
で
政
窯
を
承
認
し
な
い
理
由
は
多
く
の
學
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

に
よ
つ
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
反
封
に
承
認
を
求
め
る
學
者
も
い
る
事
を
承
知
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
本
稿
で
は
政
窯

が
代
表
制
に
お
い
て
如
何
な
る
活
動
を
し
め
す
か
を
認
識
す
れ
ば
足
り
る
。

　
人
民
は
代
表
を
通
し
て
政
治
に
干
與
す
る
が
、
そ
の
代
表
を
選
學
す
る
際
、
自
由
に
代
表
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
政
窯
が
お
膳
立
て
し
た
候
補



者
の
中
か
ら
代
表
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
民
に
與
え
ら
れ
た
自
由
は
、
各
政
窯
の
候
補
者
の
何
れ
に
投
票
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
れ
の
政
窯
に
も
所
属
し
な
い
候
補
者
は
不
利
で
あ
り
、
政
窯
の
候
補
者
選
揮
は
特
槽
者
、
財
政
的
貢
献
者
或
は
窯
の
規
律
に
良
く
服
從
す
る
者

を
封
象
と
す
る
。
人
民
は
候
補
者
選
揮
の
自
由
が
制
限
的
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
政
窯
の
利
釜
代
表
的
性
格
か
ら
政
黛
の
政
綱
に
つ
き
全
部
賛

成
す
る
か
、
全
部
拒
否
す
る
か
の
何
れ
か
し
か
、
投
票
に
際
し
て
そ
の
意
思
を
表
明
で
き
な
い
。
選
奉
期
間
中
は
政
窯
は
あ
ら
ゆ
る
能
力
と
勢
力

を
傾
注
し
、
世
論
を
積
極
的
に
作
り
出
し
、
自
蕪
の
綱
領
に
賛
成
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
皮
肉
に
も
民
主
的
國
家
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
選
學
人
の
意
思
を
表
明
す
る
政
策
の
相
違
は
大
と
な
り
、
人
民
は
一
暦
氣
紛
れ
と
な
る
傾
向
に
あ
る
。
選
墨
が
決
定
す
れ
ば
、
勝
つ
た
政
黛
は
職

に
就
き
法
律
を
制
定
す
る
。
そ
の
法
律
は
｝
般
に
國
民
の
意
思
の
表
現
で
あ
り
、
ル
ソ
オ
の
所
謂
「
一
般
意
思
」
の
表
現
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
然
し
、

現
實
の
意
思
は
選
塁
に
勝
つ
た
者
の
意
思
で
あ
り
、
國
民
全
罷
の
意
思
で
は
な
い
。
マ
ク
ィ
バ
ー
は
賢
明
に
も
こ
れ
を
人
民
の
意
思
と
名
付
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

勝
者
の
意
思
で
あ
る
と
じ
た
。
國
民
の
意
思
（
ル
ソ
オ
で
は
萬
人
の
意
思
＜
。
一
。
暮
ひ
鋤
ε
§
。
に
相
當
す
る
）
と
は
勝
者
の
意
思
と
敗
者
の
意
思
の
総

和
で
あ
る
。
從
つ
て
、
國
民
の
意
思
が
表
明
さ
れ
る
の
は
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
時
だ
け
で
あ
り
、
議
會
が
制
定
し
た
法
律
で
あ
つ
て
も
國
民
投
票
を

行
え
ば
否
決
さ
れ
る
蓮
命
に
あ
る
場
合
が
起
る
。
法
律
が
一
般
意
思
或
は
國
民
の
意
思
の
表
現
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
か
る
事
態
が
起
る
筈
が
な

い
。
議
會
を
國
民
の
代
表
と
し
て
、
國
民
の
名
に
お
い
て
法
律
を
公
布
す
る
こ
と
を
定
め
る
實
定
法
が
存
在
す
る
傍
ら
、
な
お
國
民
投
票
を
規
定
す

る
の
は
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
こ
の
事
實
の
う
ち
に
矛
盾
を
含
む
と
解
す
る
外
は
な
い
。
然
し
、
法
律
を
制
定
す
る
議
會
と
國
民
投
票
と

の
關
係
を
読
明
す
る
一
つ
の
逃
路
が
あ
る
。
即
ち
、
代
表
者
を
選
塁
し
た
の
は
一
般
政
策
に
基
ず
ぎ
選
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
選
墨
民
は
そ
の
政
策

に
封
し
態
度
を
表
明
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
が
代
表
者
個
々
の
行
爲
方
法
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
に
反
し
、
國
民
投

票
は
一
つ
の
特
殊
論
箏
黙
だ
け
を
問
題
と
し
、
他
の
事
柄
と
は
一
切
無
關
係
で
あ
る
。
從
つ
て
、
人
民
は
自
己
の
意
思
を
立
法
提
案
に
表
明
し
た
ま

で
で
あ
り
、
選
學
民
が
如
何
な
る
動
機
に
基
ず
き
決
定
し
た
か
は
問
題
で
な
く
、
決
定
は
決
定
と
し
て
明
白
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
逃
路
は

意
思
表
示
の
封
象
を
異
に
す
る
事
を
唯
一
の
根
擦
と
す
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
議
員
は
先
ず
主
義
主
張
に
拘
束
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
事
實
が
却
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つ
て
で
て
く
る
。
　
「
時
間
を
異
に
し
新
ら
し
い
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
ど
ん
な
議
員
で
も
す
べ
て
の
事
項
に
意
見
を
開
陳
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

從
つ
て
、
す
べ
て
の
選
塁
匿
は
議
員
の
一
般
的
態
度
に
封
し
で
き
う
る
限
り
の
完
全
さ
を
持
つ
た
意
思
表
現
の
椹
利
を
持
つ
」
と
い
う
ラ
ス
キ
ー

　
（
四
）

の
言
こ
そ
、
代
表
制
を
軍
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
見
る
こ
と
に
裏
か
ら
批
判
し
た
も
の
で
あ
り
、
暗
獣
の
裡
に
目
導
費
言
を
物
語
つ
て
い
る
。

　
椹
力
掌
握
と
い
う
方
面
か
ら
み
る
と
政
窯
は
政
椹
獲
得
を
目
的
と
す
る
。
從
つ
て
、
政
窯
人
は
國
民
大
衆
と
匿
別
せ
ら
れ
る
の
が
當
然
で
あ
る
。

政
蕪
は
國
民
大
衆
と
異
つ
た
人
の
集
合
膿
で
あ
り
、
彼
等
は
政
椹
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
目
的
の
た
め
政
窯
は
必
然
的
に
貴
族
的
乃
至
は
寡
頭
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
素
を
内
部
に
藏
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
政
窯
の
政
椹
掌
握
へ
の
過
程
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
述
し
た
如
く
、
其
虞
に
震
見
せ
ら

れ
る
も
の
は
、
議
員
が
國
民
の
代
表
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
政
煎
の
代
表
者
で
あ
り
、
政
窯
よ
り
暮
器
量
富
を
受
け
て
い
る
者
で
あ

る
と
い
つ
た
方
が
、
國
民
よ
り
琶
弩
量
富
を
受
け
て
い
る
と
表
現
す
る
よ
り
實
質
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
外
な
事
實
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

る
が
、
こ
の
面
か
ら
考
察
し
て
ワ
リ
ン
は
明
白
に
現
行
の
代
表
制
は
擬
制
に
基
ず
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　
（
註
）

　
（
一
）
　
『
①
＝
汐
o
F
O
‘
鉾
鉾
O
。
ω
ω
・
一
ば
ー
㎝
。

　
（
二
）
　
憲
法
に
お
い
て
政
掌
を
承
認
す
る
こ
と
は
一
般
に
さ
れ
な
い
。
多
、
の
理
由
に
つ
い
て
は
學
者
に
よ
り
多
少
異
な
る
。
最
近
の
も
の
か
ら
二
、
三
あ
げ
れ
ば
、

　
　
　
　
ラ
イ
プ
ホ
ル
ツ
（
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
）
は
「
政
堂
、
を
承
認
す
れ
ば
國
民
の
代
表
と
い
う
こ
と
が
い
え
な
く
な
る
」
、
ア
ル
リ
ジ
（
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
及
び
破
製

　
　
　
院
）
は
「
政
掌
を
認
め
る
と
代
議
制
の
眞
の
目
的
と
封
立
し
、
政
賞
國
家
を
招
來
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
も
の
だ
」
、
ウ
ィ
ニ
ィ
（
ベ
ル
ギ
ー
・
前
大
臣
）

　
　
　
　
は
國
民
主
擢
（
概
念
的
）
と
人
民
主
樺
（
現
實
的
）
の
封
立
か
ら
演
、
繹
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
読
は
次
章
と
關
連
し
極
め
て
重
要
な
示
唆
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
こ
れ
に
反
封
す
る
學
説
の
最
大
な
る
も
の
は
ケ
ル
ゼ
ン
で
あ
り
、
政
掌
を
憲
法
的
に
錯
止
め
す
べ
舜
、
こ
と
を
主
張
し
、
事
實
を
重
覗
す
る
。
ミ
ル
キ
イ
ヌ
・

　
　
　
ゲ
ツ
ェ
ヴ
ィ
ヅ
チ
も
「
椹
力
合
理
化
」
の
面
か
ら
同
意
見
で
あ
る
。

　
　
　
　
■
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一
夢
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ド
9
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漂
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轟
註
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目
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暮
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ひ
β
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ω
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轟
一
①
α
、
一
回
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一
お

　
　
　
　
ゼ
〇
一
三
2
0
9
8
冨
こ
ξ
鉱
o
喜
①
＝
ρ
』
弩
、
巳
舘
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q
。
屋
麗
．
勺
●
騒
．

　
　
　
　
距
畦
灯
謡
》
尼
4
一
」
①
。。
鼠
言
ぴ
q
霧
冨
旨
一
。
。
℃
〇
一
ま
信
霧
噂
一
漣
o
o
●
即
9

　
　
　
　
≦
蒔
昌
ざ
男
こ
　
U
8
詳
8
房
。
一
ε
試
9
ぎ
Φ
ど
甘
ピ
冨
認
●
憎
乍
轟
α
㌣
9
　
ケ
ル
ゼ
ン
（
西
島
課
）
　
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
－
の
本
質
と
債
値
」
四
五
ー
六
頁
。



　
　
　
置
詩
営
①
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忠
g
N
響
ぎ
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団
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霧
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暑
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（
五
）
　
ワ
リ
ン
の
表
現
は
面
白
く
で
き
て
い
る
、
即
ち

　
　
　
2
g
お
議
臓
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Φ
お
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目
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潜
畠
q
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ぼ
9
目
困
斡
島
暮
o
一
屋
y

　
　
　
ミ
讐
き
｝
竃
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】
『
①
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。
雇
a
駿
8
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膏
Φ
一
¢
敏
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呂
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一
詮
。
Q
●
瞑
、
」
二
幽

四
　
法
律
を
制
定
す
る
の
は
議
員
で
あ
る
。
然
し
、
現
實
に
お
い
て
は
、
議
員
自
ら
の
能
力
或
は
影
響
の
下
に
法
律
の
制
定
を
企
圖
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
國
の
肚
會
條
件
に
從
い
そ
の
程
度
を
異
に
す
る
が
、
議
員
に
立
法
せ
し
め
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
要
因
が
顯
著
で
あ
る
。
こ
の
要
因
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

一
般
に
歴
力
團
罷
（
頃
お
器
g
お
讐
自
℃
霧
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
具
艦
的
に
議
員
を
し
て
立
法
せ
し
め
る
よ
う
運
動
す
る
も
の
を
ロ
ど
ス

ツ
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
選
墨
民
と
議
員
の
中
間
に
存
在
す
る
。
こ
れ
に
反
し
堅
力
團
髄
は
、
螢
働
組
合
、
経
螢
者
團
膿
或
は
地
方
利
釜
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

罷
の
如
く
、
選
墾
民
と
は
直
接
關
係
の
な
い
團
艦
を
指
し
て
い
る
。
ラ
ス
キ
ー
は
、
英
國
に
お
い
て
勢
働
組
合
が
議
員
に
加
重
し
て
い
る
と
指
摘

し
、
こ
れ
は
勢
働
組
合
の
法
的
地
位
が
効
果
的
に
組
織
化
し
た
爲
で
あ
り
、
こ
の
條
件
の
下
で
代
議
的
意
味
を
組
合
が
持
つ
よ
う
に
な
つ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
實
ζ
ハ
ジ
．
ッ
ト
の
「
勢
働
者
階
級
は
殆
ど
我
々
の
共
同
的
世
論
に
寄
與
せ
ず
、
議
會
に
彼
等
の
影
響
を
訣
い

て
も
議
會
と
世
論
の
一
致
を
損
う
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
意
見
を
封
比
せ
し
め
る
と
き
、
代
表
制
の
内
容
の
攣
轄
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か

ぬ
で
あ
ろ
う
。
代
表
制
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
要
因
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
原
因
は
、
議
員
と
選
學
民
爾
者
の
政
治
的
性
格
若
し
く
は
爾

者
の
關
係
の
間
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
爾
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
能
力
と
機
能
の
限
界
を
現
代
の
政
治
に
お
い
て
し
め
す
も
の

で
あ
る
。

　
（
註
）

　
　
　
代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
（
七
八
三
）



（
一
）

（
二
）

（
三
）

代
表
制
に
關
す
る
若
干
の
考
察

堅
力
團
騰
と
は
「
政
治
に
影
響
を
友
ぼ
す
組
織
化
さ
れ
た
特
定
利
盆
者
を
指
す
」
共
通
用
語
で
あ
る
。

形
態
と
し
て
は
厘
力
團
膿
が
・
ビ
ス
ツ
を
使
用
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
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七
四
　
　
　
（
七
八
四
）

・
ビ
ス
ツ
は
何
等
組
紙
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
、

五
　
現
代
の
代
表
制
を
支
え
る
も
の
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
存
在
に
官
僚
組
織
が
あ
る
。
官
僚
の
存
在
理
由
に
關
す
る
論
議
は
、
代
表
制

の
う
ち
に
存
す
る
機
構
上
の
欲
陥
よ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
專
門
知
識
を
要
求
す
る
時
代
の
必
然
性
に
從
つ
て
の
官
僚
の
政
治
的
機
能
の
塘
大

に
端
を
震
す
る
。
前
節
ま
で
の
封
象
は
立
法
部
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
本
節
は
執
行
部
に
重
鮎
が
あ
り
、
執
行
部
機
關
の
性
格
妾
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

も
の
に
間
題
が
存
す
る
。
執
行
部
の
官
吏
は
選
墨
に
よ
り
任
命
さ
る
べ
き
で
な
い
と
ミ
ル
は
力
論
し
た
が
、
こ
れ
は
政
治
的
訓
練
に
乏
し
い
大
衆

を
通
し
て
で
は
適
切
な
有
能
な
人
物
を
穫
見
で
き
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
國
家
の
職
務
が
塘
大
す
る
に
つ
れ
て
、
專
門
家
の
必
要
も
増
加
す
る
。

ま
た
選
學
に
よ
ら
ぬ
官
吏
は
、
人
民
の
代
表
で
な
い
か
ら
人
民
に
醤
し
責
任
を
負
わ
な
い
。
そ
の
上
、
彼
等
が
常
設
的
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
傳

統
を
生
み
穫
威
を
生
ぜ
し
め
る
と
い
う
穫
展
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
僅
力
が
執
行
部
に
限
定
さ
れ
ず
立
法
部
に
も
波

及
す
る
享
實
で
あ
つ
て
、
官
僚
の
專
門
知
識
に
櫨
ら
ね
ば
殆
ど
重
要
な
立
法
は
成
功
を
見
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
カ
ー
ル
・
シ
ュ
、
、
・
ッ
ト
は
「
今
日
の
民
主
政
治
で
は
議
含
制
の
理
念
的
前
提
が
慶
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
討
論
、
公
開
性
或
は
代
議
的
性
格

の
喪
失
を
述
べ
て
い
る
。
彼
が
そ
う
述
べ
る
に
至
つ
た
根
挨
に
、
立
法
部
に
お
け
る
委
員
禽
制
度
が
あ
る
。
印
ち
、
議
會
の
實
質
的
機
能
が
委
員

會
制
度
に
ょ
つ
て
奪
わ
れ
、
議
會
の
使
命
が
委
員
會
に
肩
代
り
し
て
し
ま
つ
た
黙
に
着
目
す
る
。
ジ
。
セ
フ
・
バ
ル
テ
ル
、
、
、
イ
も
力
作
「
議
會
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

螢
及
び
委
員
禽
制
度
論
」
に
お
い
て
、
大
臣
を
監
督
・
統
御
す
る
の
は
議
院
で
あ
り
議
院
に
限
ら
れ
る
と
い
う
の
が
古
典
的
議
會
制
理
論
で
あ
つ



た
が
・
實
膿
は
全
く
違
い
委
員
愈
制
の
下
に
政
治
が
コ
ン
ト
・
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
し
か
も
委
員
會
が
常
設
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

官
僚
制
と
同
じ
く
稚
力
を
痔
つ
に
至
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
極
め
て
莞
掴
み
の
解
明
で
は
あ
つ
た
が
、
上
述
の
ご
と
く
、
代
表
制
の
下
に
あ
る
政
治
の
動
き
は
決
し
て
制
度
的
に
固
定
し
た
も
の
で
な
く
、

輩
な
る
機
關
の
泊
互
關
係
の
論
明
に
止
ま
る
も
の
で
あ
つ
て
は
政
治
の
眞
實
を
把
握
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
、
、
、
こ
と
が
い
え
る
。

　
（
註
）
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五
　
選
墨
ほ
象
徴
で
あ
る

一
　
代
表
制
に
お
け
る
選
墨
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
。
印
ち
、
國
民
の
代
表
者
を
選
出
す
る
た
め
の
必
要
條
件
で
あ
り
、
主
樺
行
使

の
形
態
と
し
て
考
え
ら
れ
た
代
表
制
を
成
立
せ
し
め
る
手
績
と
し
て
選
撃
が
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
理
念
的
な
存
在
性
を
し
め
し
て
い
る
選
學

も
、
現
實
的
に
内
容
的
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
人
工
的
、
技
術
的
操
作
機
能
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
ら
理
念
的
に
把
握
で
き
る
選
墨
と
現
實
に
行

わ
れ
る
選
學
の
關
係
は
、
む
ろ
ん
、
前
者
に
封
す
る
後
者
の
合
目
化
で
あ
る
筈
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
、
幾
多
の
選
畢
封
象
の
鑛
大
と
か
選
暴
手
績

の
改
正
と
か
い
づ
事
實
は
、
選
塁
を
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
眞
の
代
表
制
が
實
現
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
の
た
め
の
努
力
で
あ
る
、
と
客
観
的
に
解

す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
從
つ
て
、
國
民
の
意
思
を
正
し
く
投
票
結
果
に
反
映
せ
し
め
る
方
法
に
關
し
幾
多
の
改
正
が
加
え
ら
れ
、
政
治
學
に

お
い
て
も
選
墨
方
法
或
は
計
算
方
法
等
の
論
明
、
若
し
く
は
選
墾
の
實
態
調
査
的
解
論
よ
り
演
繹
し
う
る
若
干
の
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
確
か
に

選
墨
の
機
能
的
作
用
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
は
、
霧
だ
し
い
統
計
を
必
要
と
し
、
そ
の
統
計
に
ウ
ソ
の
な
い
こ
と
を
期
待
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
實
態
的
報
告
の
正
確
度
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
が
選
塁
の
人
工
的
、
技
術
的
操
作
を
通
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じ
て
求
め
る
も
の
は
、
選
墨
技
術
の
改
正
よ
り
も
先
ず
選
墨
の
本
質
的
性
格
へ
の
反
省
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
代
表
制
に
お
け
る
理
念
的
存
在

と
し
て
選
學
を
認
識
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
認
識
が
経
験
を
侯
つ
ま
で
も
な
く
正
當
で
あ
る
と
い
う
風
に
先
天
的
概
念
に
ま
で

昇
華
し
て
し
ま
つ
て
、
選
暴
の
技
術
改
正
に
終
始
し
て
は
問
題
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
選
墾
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
（
註
）

二
　
選
塁
手
績
乃
至
制
度
に
お
い
て
、
如
何
な
る
方
法
で
代
表
者
を
選
出
す
る
か
と
い
う
人
の
面
か
ら
の
方
法
と
、
如
何
な
る
投
票
形
式
を
と
る

か
と
い
う
面
が
存
在
す
る
。
前
者
に
は
多
数
代
表
制
と
比
例
代
表
制
、
後
者
に
箪
記
制
或
は
蓮
記
制
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
混
合
さ
れ
て
く
る
場

合
も
多
い
。
選
摯
に
は
政
裳
の
存
在
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
既
存
政
黛
の
多
少
が
選
墨
方
法
、
様
式
と
か
ら
ま
つ
て
選
學
の
効
果
に

影
響
す
る
。

　
理
論
的
に
優
れ
た
選
出
方
法
は
比
例
代
表
制
で
あ
る
。
比
例
代
表
制
は
投
票
数
と
議
席
を
比
例
せ
し
め
投
票
に
し
め
さ
れ
た
國
民
の
意
思
を
正

確
に
議
席
に
反
映
せ
し
め
る
か
ら
、
國
民
意
思
の
忠
實
な
反
映
方
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
正
確
度
の
強
い
比
例
代
表
制
の
結
果
は
、
そ
の
正

確
度
が
高
け
れ
ば
高
い
程
、
被
投
票
政
蕪
に
相
當
数
の
議
席
を
提
供
す
る
か
ら
、
政
蕪
に
封
す
る
投
票
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
も
ボ
ル

ド
ー
で
も
政
黙
の
綱
領
に
は
何
等
の
相
違
が
な
く
、
理
論
的
に
見
れ
ば
選
塁
匿
の
細
分
を
必
要
と
し
な
い
。
政
窯
の
分
立
を
そ
の
ま
ま
議
席
に
移

す
か
ら
、
議
會
に
既
存
政
黛
が
そ
の
ま
ま
存
在
す
る
傾
向
が
彊
い
。
一
方
、
代
表
制
の
機
構
的
性
格
に
あ
つ
て
は
、
多
数
決
主
義
が
政
治
運
螢
の

基
準
で
あ
る
か
ら
、
議
會
内
に
お
け
る
姜
協
が
必
要
と
な
り
政
窯
の
蓮
携
は
當
然
の
勢
で
あ
る
。
こ
こ
に
間
題
黙
が
存
す
る
。
即
ち
、
國
民
の
意

思
を
忠
實
に
反
映
せ
し
め
、
所
謂
「
死
票
」
を
少
な
く
す
る
比
例
代
表
制
は
、
確
か
に
選
出
段
階
に
お
い
て
は
委
當
な
方
法
で
あ
つ
て
も
、
政
治

運
螢
の
段
階
に
あ
つ
て
は
政
黛
の
安
協
蓮
携
を
張
制
せ
し
め
る
結
果
と
な
る
。
選
出
段
階
に
お
い
て
し
め
さ
れ
た
國
民
意
思
は
無
覗
せ
ら
れ
た
事

に
な
り
、
比
例
代
表
制
の
理
念
的
目
的
は
窮
極
に
お
い
て
途
げ
ら
れ
な
い
。

　
多
歎
決
代
表
制
は
軍
純
で
あ
る
け
れ
ど
、
投
票
鍛
と
議
席
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
、
理
論
的
に
み
た
と
き
國
民
意
思
反
映
の
正
確
度
は

弱
い
。



　
こ
れ
ま
で
で
明
ら
か
に
な
つ
た
こ
と
は
、
選
墨
改
正
の
努
力
と
い
う
も
の
は
選
出
段
階
を
場
と
し
て
、
國
民
意
思
の
忠
實
な
表
現
を
如
何
に
實

現
す
る
か
に
係
つ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
以
後
の
こ
と
と
は
關
係
付
け
て
考
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
端
的
に
い
つ
て
、
當
選
者
に
國
民
の
代
表
と

い
う
名
を
與
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
ヨ
巷
量
8
が
あ
る
と
代
表
制
理
論
は
認
め
る
の
で
あ
る
。
投
票
行
爲
が
個
別
的
な
も
の
で
あ
つ
て

も
、
投
票
過
程
を
閲
題
と
せ
ず
、
そ
の
結
果
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
の
取
扱
い
方
に
封
し
て
若
干
の
異
論
が
で
て
く
る
の

も
當
然
で
あ
る
が
、
こ
と
さ
ら
に
こ
こ
で
は
問
題
と
し
な
い
。

（
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三
　
サ
ー
マ
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
人
間
は
受
入
れ
て
も
い
い
定
め
を
創
設
す
る
と
、
自
己
の
行
爲
を
そ
の
定
め
に
合
致
せ
し
め
る
よ
う
に
信
じ
こ
ま
さ
れ
る
。
矛
盾
或
は
困
難
が

起
つ
た
と
き
、
そ
の
矛
盾
な
り
困
難
な
り
か
ら
睨
却
す
る
た
め
に
一
つ
の
儀
式
を
行
う
。
そ
し
て
そ
の
儀
式
が
あ
れ
ば
、
儀
式
さ
え
行
え
ば
人
は

脆
れ
得
る
も
の
と
慰
め
る
。
人
が
使
用
す
る
言
葉
、
儀
式
或
は
原
則
は
、
自
分
の
夢
が
現
實
に
實
在
す
る
も
の
と
し
て
信
じ
こ
ま
せ
、
自
己
の
生

活
に
目
的
を
與
え
る
。
政
治
に
は
象
徴
が
あ
り
、
こ
れ
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
で
象
徴
と
い
う
の
は
肚
會
制
度
の
儀
式
と
理
論
の

双
方
を
意
味
す
る
。
然
し
、
通
常
こ
れ
ら
の
儀
式
な
り
理
論
は
、
象
徴
と
し
て
で
は
な
く
、
法
學
・
経
濟
學
・
政
治
學
な
ど
の
個
別
科
學
の
基
本

原
則
と
し
て
研
究
さ
れ
る
。
人
が
基
本
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
原
則
の
光
に
照
し
て
人
間
行
爲
を
観
察
す
れ
ば
、
彼
等
は
信
侶
と
し
て
進
歩
す

る
が
科
學
者
と
し
て
進
歩
し
な
い
。
合
理
的
な
考
え
方
は
、
我
々
に
完
全
な
理
論
の
原
則
を
求
め
る
よ
う
彊
制
す
る
。
そ
れ
を
作
る
知
識
人
は
、

こ
れ
ら
の
膿
系
を
必
然
的
に
「
眞
實
」
を
表
明
す
る
も
の
と
信
ず
る
。
…
…
制
度
が
神
秘
的
信
仰
に
基
ず
い
て
い
る
と
き
は
、
儀
式
に
よ
つ
て
劇

的
効
果
を
狙
う
の
で
あ
り
、
制
度
が
5
ま
く
い
つ
て
い
る
と
き
は
そ
れ
を
支
持
す
る
理
論
も
う
ま
く
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
制
度
が
成
功
し
て
い
る
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と
、
そ
の
下
に
あ
る
理
論
を
疑
う
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
。
然
し
、
制
度
が
實
際
に
う
ま
く
ゆ
か
な
く
な
る
と
、
そ
こ
に
し
め
さ
れ
た
溝
を
如
何

に
し
て
埋
め
る
か
に
つ
い
て
、
我
々
の
行
動
と
理
論
は
大
混
飢
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
二
）

　
ま
た
オ
ー
リ
．
一
1
は
次
の
如
く
い
う
。

　
「
宗
教
的
儀
式
が
秘
蹟
的
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
の
と
同
じ
く
、
國
家
的
祭
禮
の
公
式
の
儀
式
は
法
的
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
。
ま
ず
、
國
家
の
組

織
機
關
を
覗
い
機
開
の
職
能
を
祀
う
、
そ
し
て
適
法
的
に
表
わ
す
た
め
、
こ
れ
ら
機
關
や
職
務
す
べ
て
が
市
民
と
結
び
つ
い
て
存
在
す
る
　
こ
れ

ら
儀
式
の
主
要
な
る
も
の
は
、
人
民
選
墨
と
か
議
院
の
審
議
即
ち
多
数
決
椹
の
法
的
運
用
で
あ
る
」
と
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
代
表
制
に
お
け
る
選
撃
は
代
表
制
の
當
然
の
手
績
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
選
墨
は
代
表
制
に
お
け

る
一
つ
の
重
要
な
制
度
で
あ
り
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
所
謂
「
儀
式
」
で
あ
り
象
徴
で
あ
る
。
選
墨
が
儀
式
で
あ
り
、
象
徴
で
あ
る
こ
と
自
膿
は
左
程

の
問
題
で
は
な
い
が
、
そ
の
系
と
し
て
で
て
く
る
も
の
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
節
で
述
べ
た
如
く
、
選
塁
に
お
い
て
見
ら
れ
る
選
出

方
法
は
、
・
て
の
場
に
お
い
て
の
み
國
民
意
思
に
忠
實
な
る
反
映
を
獲
見
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
何
れ
の
選
出
方
法
を
と
る
に
せ

よ
、
と
も
か
く
選
出
段
階
で
國
民
の
代
表
者
で
あ
る
と
い
う
名
を
代
表
者
に
與
え
る
こ
と
に
同
意
し
て
も
、
選
出
後
の
代
表
者
に
封
し
て
も
無
條

件
に
同
意
で
き
る
て
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
、
既
に
前
章
と
前
節
に
お
い
て
見
て
き
た
如
く
、
國
民
意
思
の
代
表
者
で
あ
つ
た
者
も
選
出
後
に
な
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）

る
と
必
ず
し
も
國
民
意
思
を
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
ビ
ュ
ル
ド
オ
の
い
う
如
く
、
國
民
意
思
の
代
表
者
（
選
出
當
時
）

　
　
　
　
イ
マ
す
ジ

と
世
論
の
影
像
と
し
て
の
代
表
者
に
分
か
れ
る
。
然
し
、
一
般
的
に
見
て
、
前
者
に
比
し
後
者
の
實
艦
は
井
、
の
名
に
適
合
し
難
い
の
が
普
通
で
あ

る
こ
と
は
、
前
章
に
お
け
る
代
表
制
の
動
き
に
よ
り
判
断
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
代
表
制
に
お
け
る
選
墨
の
意
味
か
ら
み
て
も
、
選
學
と
い
う

儀
式
が
な
く
て
は
代
表
制
或
は
民
主
制
が
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
更
に
こ
の
儀
式
を
行
え
ば
代
表
制
を
瀧
足
す
る
と
い
う
信
仰
が
秘
め
ら
れ

て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
信
仰
を
一
暦
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
、
オ
ー
リ
ュ
ー
の
云
う
如
く
、
國
家
の
機
關
、
職
務
す
べ
て
を
市
民
と

結
び
つ
け
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
代
表
制
理
論
構
成
に
際
し
て
は
夢
想
だ
も
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
何
と



な
れ
ば
、
代
表
制
理
論
は
合
理
性
を
備
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
註
）
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い
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
學
（
理
論
）
は
政
治
を
研
究
封
象
と
す
る
學
問
で
あ
り
、
學
と
し
て
政
治
學
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
既
に
述
べ
た

如
く
・
影
艦
ご
關
す
る
記
述
・
解
繹
が
正
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
い
ま
取
り
上
げ
て
い
る
代
表
制
は
、
最
も
廣
く
行
わ
れ
て

い
る
政
治
形
式
で
あ
る
。
こ
の
代
表
制
を
論
明
す
る
代
表
制
理
論
と
現
實
の
代
表
制
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
爾
者
の
考
察
か
ら
生

ま
れ
る
示
唆
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
現
行
の
代
表
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
比
較
的
忠
實
な
論
明
を
與
え
る
読
と
し
て
法
機
關
読
が
墾
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
法
機
關
読
に
よ
る
読
明
は
選
塁
が
あ
れ
ば
代
表
制
が
存
す
る
と
い
う
結
論
を
生

む
。
こ
の
論
明
は
簡
軍
素
朴
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
反
封
論
が
法
機
關
論
の
枠
内
か
ら
は
生
じ
得
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
印
ち
、
法
機

關
詮
に
よ
る
読
明
は
幅
の
廣
い
解
繹
で
あ
る
か
ら
、
選
墨
の
實
質
的
内
容
を
聞
題
と
せ
ず
、
專
ら
選
墨
形
式
が
存
す
れ
ば
滞
足
す
る
。
從
つ
て
、

選
墾
が
各
人
の
自
由
な
る
意
思
稜
表
を
内
容
と
す
る
と
い
う
近
代
的
政
治
原
則
を
否
定
す
る
選
墾
で
あ
つ
て
も
い
い
の
で
あ
る
。
然
し
、
こ
の
詮

明
で
は
我
々
は
、
如
何
に
法
機
關
論
に
ょ
る
読
明
が
一
般
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
し
て
も
、
滞
足
で
き
な
い
。
自
由
な
る
意
思
獲
表
が
な
さ
れ
ぬ
選

學
で
あ
つ
て
も
、
代
表
制
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
解
繹
が
前
提
的
に
否
定
さ
れ
ぬ
限
り
、
首
肯
で
き
な
い
。
通
読
は
國
民
主
椹
と
の
調
和
を
措
定

し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
選
塁
の
内
容
槍
討
の
ほ
か
に
、
國
民
主
椹
概
念
の
検
討
を
必
要
と
す
る
。
選
學
は
國
民
主
椹
の
行
使
手
段
で
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あ
る
が
、
既
に
見
て
き
た
如
く
、
慨
念
が
現
實
的
行
使
に
撞
着
を
し
め
す
。
近
時
、
國
民
主
擢
に
醤
し
人
民
主
穰
が
特
に
唱
導
せ
ら
れ
て
き
て
い

る
の
も
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
強
制
委
託
読
は
最
も
「
代
表
」
に
重
黙
を
置
い
た
論
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

政
治
制
度
を
近
代
的
に
把
握
す
る
と
き
實
践
的
欠
陥
を
有
す
る
。
ま
た
、
現
實
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
全
然
論
明
し
得
ず
、
シ
ェ
イ
ェ
ス
の
所
謂
「
國

民
の
悲
願
（
ぎ
雲
号
衝
奉
註
自
）
」
で
あ
る
。

　
英
図
的
論
明
は
い
一
継
選
墨
に
お
い
て
日
導
量
8
は
更
新
し
、
こ
の
目
き
量
言
は
次
の
総
選
墨
ま
で
有
効
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
二
大

政
窯
の
封
立
か
ら
極
め
て
要
當
的
論
明
の
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
與
黛
政
府
攻
撃
の
材
料
と
し
て
、
屡
々
反
封
蕪
が
重
要
政
策
決
定
の
際
に
其

件
に
つ
い
て
政
府
が
巳
き
量
富
を
も
た
ぬ
こ
と
も
墨
げ
る
。
前
者
の
総
括
的
解
繹
と
後
者
の
個
別
的
見
解
と
の
楓
刺
は
、
矢
張
り
代
表
制
に
お

け
る
筥
彗
量
富
に
封
す
る
「
悲
願
」
的
見
解
を
し
め
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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現
實
の
代
表
者
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
畢
寛
、
「
ひ
と
り
よ
が
り
」
の
代
表
者
で
あ
り
、
「
ぴ
つ
た
り
と
し
な
い
」
代
表
者
で
あ
る
。
代
表
制
に

關
す
る
諸
論
は
、
彊
制
委
託
論
を
除
き
、
選
墾
が
あ
れ
ば
代
表
制
あ
り
と
い
う
一
つ
の
定
式
を
作
つ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
決
し
て
概
念
と
實
在

と
が
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
擬
制
的
代
表
制
が
、
「
國
民
の
名
に
お
い
て
」
と
い
う
錦
の
御
旗
を
戴
い
て
行
爲
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
選
塁
の
性
格
機
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
翫
に
述
べ
て
い
る
如
く
、
現
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
あ
つ
て
は
象
徴
的
意
味
し
か
持
た
な
い
と
い
つ

て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
選
學
を
如
何
に
改
正
、
改
革
し
よ
う
と
も
、
杜
會
的
條
件
が
は
る
か
に
選
學
の
性
格
機
能
よ
り
先
行
し
、
選
墨
そ
の

も
の
の
性
格
は
通
論
と
の
關
蓮
に
お
い
て
し
め
さ
れ
た
如
く
、
意
外
な
事
實
を
呈
し
た
。

　
代
表
制
は
今
や
一
つ
の
廻
輻
し
て
い
る
機
械
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
何
人
も
反
封
し
得
ぬ
「
國
民
の
代
表
者
」
と
い
う
御
旗
を
有
し
て
い
る
一

っ
の
僅
力
組
織
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
代
表
制
が
持
つ
固
有
の
意
味
と
は
違
つ
た
、
オ
ー
リ
ュ
ー
の
所
謂
「
人
民
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
つ
た

政
治
組
織
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
然
し
、
か
か
る
と
き
は
代
表
制
に
關
す
る
理
論
も
ま
た
攣
質
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
湛
）
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あ
と
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き
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深
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稿
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成
の
加
筆
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試
み
た
く
な
つ
た
が
、
も
と
よ
り
技
術
的
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不
可
能
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あ
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こ
の
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